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鉄骨構造物の爆破解体虹関する研究ン,㌔

(第等畢 高炉櫓発破解体工泰T)LI:
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宮 本報.{･は前報で述べた成形爆薬_担=よる切断部材の挙動に関する研究に基づいて.実際の鉄柱
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･由させ古癖体法を壷 L̀'左のセ報舎ずる｡なお,,_竜例
,I

て後の高炉櫓は,従来の重敏による解体を行った｡
2. 高炉櫓発破工事の概要
この工事は.岩手県釜石市L=所在する新日本製敢

順儲 製研 削 に存干芸濃 若 役備絹 体･撤去するものである｡
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ベルに付ける鉄骨カッター等)での解体が可能な構造

物{･あれば,地上から機械解体工法が用いられる｡ま

氏.豊頃の作業高さ等の制限から,高層建築物や;,･､

上部から頂番に人力にて癖捧する

法である｡この工法は･闇 感
r{'行い.切断した部材は大型の頚

威されていく｡このため,I.'離

JTJ_

今回はil高層構造物を解体する場合,高所作業等を

塩力避けることによる安全性の確陳を第一日的とし.

発破解体工法の一例として.立地条件および周辺への
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必要であった｡iFig.11･に工事現場周辺の概略を示す｡

この高炉本体は.1935年に火入れされ.その後.

昼夜を問わずに稼働し統け.50年の間に7回改修さ

れ 1985年に休止したままの状態であった｡Fig.2

に解体途中の高炉設備の全魚を示すム

事前作業としてIi,高炉本体廻りの藷設備および本

体の一部は機械解体等(一部は発破解体)で解体撤去し

た｡最終的には‥高炉櫓と除塵設備のみを残す状態と

なり.除塵設備側の配管を事前Kガス切断することに

より高炉秒と除塵設備と●の擦切作業を行った｡Fig.

3に事前作業終了後の状況を示す｡L ′

解体対象となる高炉櫓は.構造として鉄骨式の4本
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い ▲tーFig二.1LayoutofsurrotndingsoFsledto
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∴t'汁1卜▲',F'Jg.2 Phdtographtinderthepreworkwithdemor

I･tionmachineの柱からな

り,底部の平面寸法は1717)×17m.叔大高さ77.6

m,捉ま丑は約1,724トンであった｡構造的には.これ

を4本の牲(板厚32mのボックス溶接構造.断面寸法ImXIm)で支えている.比較的単純な構造

であった｡Fig.4に高炉櫓概要を示す｡転倒方向側の2本の柱(前脚)を発破によって切断撤去(間引き)し,

転倒モーメントを
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nearshapedd1品転｢脚)の周囲

をガス切断した｡このとき,ボ ックス溶接構造である

柱の転倒方向側.および両サイや'の一部はガス切断しないで

残しておいた｡発破により周辺環境-与える好守をな

るべく抑えるために,発破箇所を防爆シート{･覆い,また,高

炉櫓が着地する際の振t臥 簸昔抑制

対策として着地予定位置に砂によるマウ･/ドを設置した｡
V型成型爆破線は.専角金具と鉄工用ビスを用いて柱に取り付けられ;Wこれ

を地磨探査用屯気雷管で起爆した｡合計,V型成型爆破線16個(爆薬換算

忠:約18.4kg)と地摂探査用電気雷管16個を使用

した｡Fig.6にV型成型壌破線の装着状況を示す｡ 3

.発破時の振動 ･騒音の計測結果3.1 発破振動計測

着果発破時および櫓倒壊時に発生する振動を把握し,

普た周囲に与える影響の度合を確認すすために.振動

計gal)を乗施した｡従来了発破振動と人体感覚や建

物-の被香の評価は,変位速度値を尺度として用いられ

てきたが2㌧近年,発破振動が他の公

賓振動と同じように救われてきてい卓

をめ,本計脚では.振動規制法で規t.制基準の

尺度とされている振動レベルにて測定した｡計測位庇をFig.7転計測解析フP･-をFig.8,計軸解析結果をTablel襲示す｡



① vibration

Fig.8Instruments.tISedformeasuring

vibrationandnoise･･一Table1R

esultsofvibrationlevelComp血
entDi岳t如ci ,

､Vibrationlevel

B'lai血g(dB) Collapsin

g(dB)location ._(m)p-

I 100 71 :71P-2 150

68 71P-3 200 67 68る騒音を計翻した｡計軸位匿は振動計軸と同じくFig

.7に,計脚解析フp-をFig.8に,昏昔計脚結果

をTable2に示す｡鉄骨構造物の切断に成形爆

薬を用いた工事の場合には,貼如 け発破と同様に騒音が撞めて大きく,同国の住民に与k･る影響が大きな問題とな

る｡今回の解体工事においても.爆漬からのBE雑

が200mと勝れているにもかかわらず,120dB

(A)程度の騒音レベルが耐定された｡この億は,無音規制法で定められ

ている特定建設作業時の勧告基準値85dB(A)を大きく上回っており.今後,騒音低減対兼1 I I
Iが盃賓な検討事由こなる

であろうと思われる｡今臥 事前の広報活動によ

り･,発破現乳 時間等が周辺住民

に周知徹底されていたので,発破束管に対する窯きの

声や苦倍は脚かれなかった｡ .4.例壌過程の数億

シミュレーションと倒壊状況4.1数値シミュレーション方法高炉櫓の倒壊

過程の数値シミAレ-シ…ンには,帯者尊が発破における破壊過程や飛石

の飛期性で用いてきた不連続変形法(Di;codtindotI

SDeformationAnaly由 :以下DD

Al)を適用-した3･1)｡DDAは.不適携体の解析を目的として,1984年にShiとGdodma

J)により揖案された解析方法で.トンネル･斜面 ･〆

ム尊の安定性解析や岩盤空洞の安保設計尊に利用されて

いるSJここのDDAは未知数として変位を用い,有限要素汝七

のマト.)ックス構造解析と同様に平衡式を組み立てるために全ポチ'/シャルエネルギ-の別 ､化を行 Table2Resultsofnoise

leyelComponent Distance Noise
.level.I一B

liSting(dB(A))Cbllapsing(dB(A))Lmti
On (m)A'p-i ''100

120 104P-3 200 119 98

p-4 260 109 90ド.剛性

▲:質丑 ･荷鹿によるサブマHJックスの重ね合わ

せを行う｡この方法では.個々の要素に対する変位 ･変形 ･一歪が可能{･.要素相互間の滑

り･･分僻 ･壊蝕が可能である｡さ

らに.分離した要素には.過勤方程式が遠点できる｡この年や

,発破で尭生す紬 碗与は十分適用できる｡今回の解析では.高

炉櫓の例墳過程についてDDAを用いて検討した｡4.2数値シ

ミュレーション着果･数値シミュt,-ションでは!,

まず,高炉櫓の後脚が′地上
面から離れることを前操と亡･t実施した.'こ?場l
合の数値シ!ミ･L'-シきl/結果をFig･9革示す

｡.敬値シfj:レーシ9ン結果から前脚の部材の十
邸を成形'ー一~~-̀---I爆薬により間

引くことでT.検脚の最下部が支点となり,前脚方向

への倒壊が始まる｡前脚は,地上面の切断箇L･所よ

り前方に到達する｡その乳 切断部如 ･,地上面に到達す

ると,切断部分が支点となり高炉抱が転倒する｡しかし,実

際の爆破解体では了後脚の頭部から折れ曲がっIt転

倒したことから:次に,徒脚の痕下部を固定した状態

での数億シミュレ-シ三･/を乗施した｡数値シミ}

レーシ9I/結果をFig.10に示す｡この場合は

.後脚の頚部が支点となって前脚方向に倒壊する｡前脚は.地上面の切断箇所より後方に到菅す

る｡そ由後は切断部分が地上面に到達すると,切断部分が支点となり倒壊するiこのため.後脚
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